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６
月
11
日
㈰
、札
幌
市
「
か
で
る
２
・
７
」

を
ホ
ス
ト
会
場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
に
よ

る
、
全
道
の
本
人
会
、
そ
し
て
当
事
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
し
た
標
記
の
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
会
場
：
７
団
体
・
33
名
（
当
事

者
21
名
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
：
９
団
体

40
名（
当
事
者
29
名
）、全
体
で
は
14
団
体（
重

複
し
て
参
加
の
本
人
会
有
）、
73
名
（
当
事

者
50
名
）
も
の
皆
さ
ん
が
１
時
間
半
に
及
ぶ

講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
臨
み
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
主
役
の
研
修
会

　
研
修
会
の
冒
頭
、
主
催
す
る
道
育
成
会
、

佐
藤
会
長
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　「
こ
の
事
業
は
研

修
を
運
営
す
る
の
に

必
要
な
諸
経
費
を
北

海
道
が
助
成
し
、
企

画
、
運
営
を
道
育
成

会
が
担
当
す
る
形
で

実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ほ
ど
長
く

続
い
て
き
た
一
番

の
理
由
は
、
毎
回

「
学
び
た
い
」と
、

こ
う
し
て
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
く
れ
た
か

ら
で
す
。
当
事
者

で
あ
る
皆
さ
ん
が

主
役
の
研
修
会
。今
日
も
元
気
に
話
を
聞
き
、

発
言
し
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
や
友
だ
ち
づ

く
り
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。」

　
ま
た
、
講
師
は
、
す
で
に
２
回
（
令
和
元

年
６
月
・
３
年
12
月
）
に
わ
た
っ
て
お
話
を

い
た
だ
い
た
「
安
積
遊
歩
（
あ
さ
か
ゆ
う
ほ
）

さ
ん
」
で
す
。

　
１
９
８
３
年
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ク
レ
ー

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
受
け
『
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
を
我
が
国
に
紹
介
さ
れ

た
こ
と
で
有
名
で
す
。
そ
の
後
も
、
た
く
さ

ん
の
著
書
を
出
版
さ
れ
、
優
生
思
想
、
地
球

環
境
、
原
発
や
平
和
の
問
題
等
に
つ
い
て
積

極
的
に
発
言
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、そ
の
ポ
イ
ン
ト

　
は
じ
め
に
20
分
ほ
ど
「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
話
し
手
は
、何
を
話
し
て
も
い
い
の
で
す
】

　
相
手
に
話
し
た
い
こ
と
、
笑
っ
て
も

泣
い
て
も
、
あ
く
び
を
し
て
も
良
い
の

で
す
。
気
持
ち
と
体
は
繋
が
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
。
で
も
相
手
を
傷
つ
け
た

り
、
責
め
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
聞
き
手
は
、一
生
懸
命
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
】

　
相
手
の
話
を
決
め
つ
け
、
自
分
の
意

見
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
良
く
な
い
こ

と
。
聞
き
手
は
自
分
が
幼
か
っ
た
頃
の

柔
ら
か
な
気
持
ち
に
戻
っ
て
、
黙
っ
て

話
を
聞
く
。
一
生
懸
命
、
聞
い
て
ほ
し

い
の
で
す
。

　
そ
の
後
「
自
分
自
身
と
親
と
の
関
係
」
が

テ
ー
マ
と
し
て
指
示
さ
れ
、
参
加
者
は
二
人

一
組
に
な
っ
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
体
験
し

ま
し
た
。

令
和
５
年
度　

第
１
回
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
会
（
終
了
報
告
）

『
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』っ
て
ね
、

『
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』っ
て
ね
、

お
互
い
に
話
し
、聞
き
合
う
こ
と
な
の
よ

お
互
い
に
話
し
、聞
き
合
う
こ
と
な
の
よ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
テ
ー
マ
）：「
自
分
自
身
と
親
と
の
関
係
」

【
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
】

・�

お
互
い
の
話
を
聞
き
、
と
て
も
勉
強
に
な

っ
た
。（
本
人
）

・�

講
師
の
人
の
考
え
方
は
す
ご
い
と
思
っ

た
。
実
現
し
た
ら
本
当
に
住
み
や
す
く
な

る
と
思
う
。（
本
人
）

・�

だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
た
。
続
け
て
ほ
し

い
。（
本
人
）

・�

普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
や
抱
え
て
い
る
こ

と
を
聞
け
て
す
ご
く
良
か
っ
た
。
涙
が
出

ま
し
た
。（
支
援
者
）
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令
和
５
年
度

　

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会「
定
時
総
会
」

ご
来
賓
出
席
の
も
と
、集
合
方
式
に
て
！

　
本
年
５
月
８
日
よ
り
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
感
染
症

法
の
５
類
相
当
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、

５
月
25
日
㈭
「
か
で
る

２
・
７
」
に
お
い
て
、
会

場
へ
の
集
合
方
式
に
よ
っ

て
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
、

ご
来
賓
の
出
席
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
標
記
の
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
状
況
は
総
数
77
育

成
会
の
う
ち
、
会
場
出
席
31
、
委
任
状
で
の
出
席

42
、
合
計
で
は
73
育
成
会
と
な
り
、
会
員
総
数
の
過

半
数
を
大
き
く
超
え
、総
会
は
成
立
。
会
場
狭
し
と
、

育
成
会
の
代
表
者
、理
事
、監
事
等
の
役
員
を
含
め
、

総
勢
51
名
が
終
始
、
熱
心
に
議
論
に
参
加
。

　
議
長
に
は
「
北
広
島
市
し
ょ
う
が
い
児
者
を
持
つ

親
の
会
会
長
　
加
藤
裕
子
様
」、
議
事
録
署
名
人
に

は
「
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
副
会
長
　
中
島
紀

久
代
様
」「
江
別
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
理
事
長
　
東

則
子
様
」
が
選
出
さ
れ
、
令

和
４
年
度
の
活
動
報
告
、
令

和
５
年
度
活
動
方
針
が
全
会

一
致
で
可
決
、
承
認
。
最
後

に
役
員
推
薦
者
全
員
の
了
承

を
経
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
本
総
会
に
沢
山
の
皆
様
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

本
年
は
ご
来
賓
の
皆
様
を
お
迎
え

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

同
時
に
皆
さ
ん
と
共
に
喜
び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
様
々
な
行
動
制
限
に
よ

り
、
私
た
ち
の
活
動
に
大
き
な
困
難
を
突
き
付
け
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
も
、
本
日
お
越
し

い
た
だ
い
て
い
る
道
教
委
へ
は
、
他
の
当
事
者
団
体

と
共
同
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
最
小
限
に
、
子
ど
も

た
ち
の
学
ぶ
環
境
づ
く
り
、
特
に
特
別
支
援
学
校
に

お
け
る
教
室
の
狭
隘
化
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
保
健
福
祉
部
へ
は
「（
社
福
）
に
し
お

こ
っ
ぺ
福
祉
会
」
が
運
営
す
る
障
が
い
者
支
援
施
設

「
清
流
の
里
」
に
お
け
る
虐
待
事
案
、さ
ら
に
、「（
社

福
）
あ
す
な
ろ
福
祉
会
」
が
知
的

障
が
い
者
に
不
妊
処
置
を
求
め
た

問
題
に
対
し
、
障
が
い
者
の
人
権

に
係
る
重
大
な
事
案
と
し
て
、
本

会
と
し
て
の
「
声
明
文
」
を
お
届

け
し
、
同
時
に
道
が
実
施
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
作
成
に
協
力
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は

要
望
を
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
一

道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
定
時
総
会

歩
み
を
止
め
ず
！

【
会
長
　
挨
拶
】佐

藤
　
春
光

年
間
の
活
動
方
針
を
議
論
す
る
大
切
な
会
議
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　�

　

道
育
成
会
定
時
総
会
に
寄
せ
て

【
ご
来
賓
　
挨
拶
】（
要
旨
）

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

障
が
い
者
保
健
福
祉
課

精
神
医
療
担
当
課
長河谷

　
　
篤 

様
　

　
道
で
は
「
第
６
期
北
海
道
障
が
い
福
祉
計
画
」の

も
と
、希
望
す
る
す
べ
て
の
障
害
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し「
障
が
い
者
の
自
立

と
社
会
参
加
の
促
進
」「
就
労
支
援
施
策
の
充
実
・

強
化
」
等
に
取
り
組
み
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
、

希
望
す
る
地
域
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
意
欲
や
障
が
い

特
性
に
応
じ
た
地
域
活
動
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
、
皆
様
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

北
海
道
教
育
庁
学
校
教
育
局

特
別
支
援
教
育
担
当
局
長

堀
籠
　
康
行 

様
　

　
道
教
委
で
は
本
年
３
月
に
令
和

５
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な

「
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
、
な
い
子
ど
も
が
共
に
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令和４年度　決算書（予算対比正味財産増減計算書）
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで　 （単位：円）

科　　　　目 全　会　計
予算額 決算額 差　異

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　特定資産運用益 0 302 △302
　　受取会費 3,110,000 3,065,570 44,430
　　事業収益 700,000 775,400 △75,400
　　受取補助金等 8,107,000 6,486,720 1,620,280
　　受取委託費 9,050,000 9,050,000 0
　　機関紙頒布収入 3,354,000 3,216,760 137,240
　　雑収益 110,000 111,816 △1,816

経常収益計 24,431,000 22,706,568 1,724,432
　⑵経常費用
　事業費 15,299,000 13,639,802 1,659,198
　　職員費 5,017,000 5,158,002 △141,002
　　賃金 1,260,000 1,260,000 0
　　会議費 10,000 33,730 △23,730
　　旅費交通費 500,000 603,550 △103,550
　　通信運搬費 250,000 397,619 △147,619
　　手数料 20,000 2,970 17,030
　　消耗品費 70,000 74,060 △4,060
　　印刷製本費 1,010,000 1,257,564 △247,564
　　助成金 6,830,000 4,581,854 2,248,146
　　研修費 200,000 138,453 61,547
　　委託費 132,000 132,000 0
　管理費 9,263,000 9,589,476 △326,476
　　職員費 2,341,000 2,338,930 2,070
　　退職給付費用 180,000 179,760 240
　　福利厚生費 30,000 7,169 22,831
　　会議費 85,000 179,527 △94,527
　　旅費交通費 1,000,000 1,092,760 △92,760
　　通信運搬費 300,000 249,028 50,972
　　手数料 70,000 46,861 23,139
　　消耗品費 4,180,000 4,375,233 △195,233
　　使用料・賃借料 400,000 385,563 14,437
　　租税公課 0 600 △600
　　負担金 550,000 595,200 △45,200
　　委託費 77,000 77,000 0
　　雑費 50,000 61,845 △11,845

経常費用計 24,562,000 23,229,278 1,332,722
　評価損益等調整前当期経常増減額 △131,000 △522,710 391,710
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 △131,000 △522,710 391,710
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 0 0 0
　　当期一般正味財産増減額 △131,000 △522,710 391,710
　　一般正味財産期首残高 0 32,474,300 △32,474,300
　　一般正味財産期末残高 △131,000 31,951,590 △32,082,590
Ⅱ　正味財産期末残高 △131,000 31,951,590 △32,082,590

貸借対照表
令和５年３月31日現在

（単位 ：円 ）
科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　現金預金 2,928,713 3,505,348 △576,635

　　未収金 356,800 272,600 84,200

　　前払金 6,900 27,380 △20,480

　　流動資産合計 3,292,413 3,805,328 △512,915

　２．固定資産

　　⑴基本財産

　　　定期預金 1,000,000 1,000,000 0

　　基本財産合計 1,000,000 1,000,000 0

　　⑵特定資産

　　　夢基金 3,523,532 3,523,472 60

　　　財政調整基金 24,316,526 24,316,284 242

　　特定資産合計 27,840,058 27,839,756 302

　　固定資産合計 28,840,058 28,839,756 302

　　資産合計 32,132,471 32,645,084 △512,613

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　未払金 51,700 44,905 6,795

　　　預り金 129,181 125,879 3,302

　　流動負債合計 180,881 170,784 10,097

　　負債合計 180,881 170,784 10,097

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産

　　指定正味財産合計 0 0 0

　２．一般正味財産 31,951,590 32,474,300 △522,710

　　（うち基本財産への充当額） 1,000,000 1,000,000 0

　　（うち特定資産への充当額） 27,840,058 27,839,756 302

　　正味財産合計 31,951,590 32,474,300 △522,710

　　負債及び正味財産合計 32,132,471 32,645,084 △512,613

学
ぶ
、
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
理
念
の
下
、
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
な
個
性

を
互
い
に
認
め
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
共
に
学

ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
調
整
し
、
誰
も
が

生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
が
実
現
で
き
る
よ
う

特
別
支
援
教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
通
常
学
級
の
教
員
も
、
特
別
支
援
教

育
に
関
す
る
理
解
や
、
知
識
を
深
め
、
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
が
、
ど
の
学
び
の
場
に
お
い
て
も
、

専
門
的
な
指
導
や
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
員

養
成
大
学
と
の
連
携
や
、
計
画
的
な
研
修
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
児
期
か
ら
卒
業
、
就
労
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
図
る
た
め
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
の
作

成
等
も
盛
り
込
み
な
が
ら
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
に

力
点
を
置
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　�

　

令
和
５
年
度
　
事
業
計
画

　
　
活
動
の
重
点
（
６
項
目
）

第
４
号
議
案

１
．
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
確
立
と
活
動
の
充
実
・
強
化

２
．
育
成
会
活
動
活
性
化
の
推
進

３
．
他
機
関
、
他
団
体
と
の
連
携
強
化

４
．�

障
が
い
理
解
と
合
理
的
配
慮
の
普
及
・
啓
発
活

動
の
推
進

５
．
本
人
活
動
へ
の
支
援

【
総
会
に
お
け
る
決
議
事
項
】（
一
部
を
紹
介
）
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令和５年度　収支予算書
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで　 （単位：円）

科　　　　目 全　会　計
予算額 前年度予算額 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
　⑴経常収益
　　受取会費 3,050,000 3,110,000 △60,000
　　事業収益 700,000 700,000 0
　　受取補助金等 7,962,000 8,107,000 △145,000
　　受取委託費 11,350,000 9,050,000 2,300,000
　　機関紙頒布収入 3,182,000 3,354,000 △172,000
　　雑収益 110,000 110,000 0

経常収益計 26,354,000 24,431,000 1,923,000
　⑵経常費用
　　事業費 18,354,000 15,299,000 3,055,000
　　職員費 6,649,000 5,017,000 1,632,000
　　賃金 1,260,000 1,260,000 0
　　会議費 10,000 10,000 0
　　旅費交通費 604,000 500,000 104,000
　　通信運搬費 250,000 250,000 0
　　手数料 20,000 20,000 0
　　消耗品費 70,000 70,000 0
　　印刷製本費 1,010,000 1,010,000 0
　　助成金 6,649,000 6,830,000 △181,000
　　研修費 1,700,000 200,000 1,500,000
　　委託費 132,000 132,000 0
　管理費 10,098,000 9,263,000 835,000
　　職員費 2,850,000 2,341,000 509,000
　　退職給付費用 252,000 180,000 72,000
　　福利厚生費 50,000 30,000 20,000
　　会議費 177,000 85,000 92,000
　　旅費交通費 1,110,000 1,000,000 110,000
　　通信運搬費 300,000 300,000 0
　　手数料 70,000 70,000 0
　　消耗品費 4,199,000 4,180,000 19,000
　　使用料・賃借料 413,000 400,000 13,000
　　負担金 550,000 550,000 0
　　委託費 77,000 77,000 0
　　雑費 50,000 50,000 0

経常費用計 28,452,000 24,562,000 3,890,000
　評価損益等調整前当期経常増減額 △2,098,000 △131,000 △1,967,000
　評価損益等計 0 0 0
　当期経常増減額 △2,098,000 △131,000 △1,967,000
２．経常外増減の部
　⑴経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用
　　経常外費用計 0 0 0
　　当期経常外増減額 △2,098,000 △131,000 △1,967,000
　　当期一般正味財産増減額 0 0 0
　　一般正味財産期首残高 △2,098,000 △131,000 △1,967,000
　　一般正味財産期末残高 △2,098,000 △131,000 △1,967,000
Ⅱ　正味財産期末残高 △337,000 △515,000 178,000

６
．�
育
成
会
「
広
報
・
情
報
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
」
の
推
進

　�

　

道
サ
ポ
ー
ト
協
会
定
期
総
会

サ
ポ
ー
ト
の
目
的
達
成
に
お
力
を

【
会
長
　
挨
拶
】畑

中
　
三
岐
子

　
ご
来
賓
の
皆
様
に
は
ご
多
用

の
折
、
本
会
総
会
へ
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
事
業
の
延
期
や
中
止

が
続
き
ま
し
た
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
に
向
け

た
日
常
が
始
ま
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
以
前
の
よ
う

な
対
面
で
の
研
修
会
や
事
業
を
通
じ
て
、
サ
ポ
ー
ト

協
会
の
目
的
で
あ
る
障
が
い
の
あ
る
方
と
、
そ
の
ご

家
族
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
て
参

り
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　�

　

　
事
務
局
よ
り
「
社
員
総
数
77
名
中
、
会
場
出
席
者

30
名
、
委
任
状
出
席
者
42
名
、
計
72
名
。
過
半
数
以

上
の
出
席
が
あ
り
、
本
総
会
は
成
立
」
と
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
長
に
は
『
し
ら
お
い
障

が
い
者
手
を
つ
な
ぐ
会
会
長
　
熊
谷
延
代
様
』、
議

事
録
署
名
人
に
は
『
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
　

副
会
長
　
中
島
紀
久
代
様
』『
江
別
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
理
事
長
　
東
則
子
様
』
が
選
出
さ
れ
、
議
事
が

進
行
。全
て
の
提
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
ご
来
賓
を
代
表
し
「
Ａ

Ｉ
Ｇ
損
保
㈱
札
幌

支
店
支
店
長
北
川

様
」・「
㈱
ジ
ェ
イ

ア
イ
シ
ー
代
表
取

締
役
社
長
渡
辺

様
」
の
お
二
方
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　�

　

令
和
５
年
度
　
事
業
計
画

第
４
号
議
案

３
・
助
成
事
業
の
充
実

　
⑴
研
修
会
等
を
道
育
成
会
と
実
施
。

　
⑵�

当
事
者
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
カ
レ
ン
ダ
ー

の
作
成
及
び
、
販
売
を
道
育
成
会
、
事
業
所
協

【
総
会
に
お
け
る
決
議
事
項
】（
一
部
を
紹
介
）

議
会
と
連
携
し
実
施
。

４
・
研
修
事
業

　
⑴�

道
育
成
会
が
実
施
す
る
研
修
事
業
へ
協
賛
、
助

成
し
「
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償
制
度
」
の
普

及
と
加
入
者
対
応
等
業
務
に
係
る
事
務
、
人
件

費
、
所
要
分
を
負
担
。

　
⑵
「
ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ
」
へ
の
助
成
。

　
⑶�

関
係
機
関
と
連
携
、
協
力
し
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
。

（
親
な
き
あ
と
・
成
年
後
見
制
度
・
障
害
年
金
等
）

　
両
総
会
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
第
2
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
道
育
成
会
会
長
に
は「
佐
藤
春
光
氏
」副
会
長

に「
畑
中
三
岐
子
氏
」「
長
江
睦
子
氏
」が
、
ま
た
、
道
サ

ポ
ー
ト
協
会
会
長
に
は
、「
畑
中
三
岐
子
氏
」副
会
長
に

「
佐
藤
春
光
氏
」「
長
江
睦
子
氏
」が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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今
後
の
予
定

７
月
11
日
㈫　

第
１
回　

広
報
・
企
画
専
門
委
員
会

　
　

20
日
㈭　

小
樽
大
会　

第
４
回
実
行
委
員
会

《
お
知
ら
せ
》

　
本
年
４
月
よ
り
道
育
成
会
事
務
局
長
と
し
て
勤
務
し

て
お
り
ま
し
た
品
田
で
す
が
、
体
調
不
良
に
よ
り
、
５

月
31
日
付
で
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
後
任
に
は
前
事
務

局
長
で
あ
っ
た
樋
口
が
務
め
ま
す
。

小
樽
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

本
人
大
会
事
務
局

百
合
野
　
潔
　

　
８
月
６
日
㈰
、「
全
道
大
会

小
樽
大
会
」
と
同
時
開
催
さ
れ

る
、障
が
い
当
事
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る『
本
人
大
会
』

は
今
年
で
29
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
小
樽
の
本
人
の
会「
小
樽
友
だ
ち
の
輪
の
会
」は
、

し
ば
ら
く
の
間
、
活
動
が
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
昨
年
、
小
樽
大
会
開
催
に
向
け
た
準

備
を
進
め
よ
う
と
、
先
ず
は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
募

る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、準
備
委
員
会
と
し
て
発
足
し
た
会
に
は「
倶

知
安
か
が
や
き
の
会
」
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、一
緒
に
準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
さ
え
も
難
し
い
中
、
準
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
準
備
を
始
め
た
段
階
で
は
、
一
年
後
の

コ
ロ
ナ
の
状
況
が
全
く
想
定
で
き
ず
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
で
参
加
者
上
限
１
０
０
名
を
想
定
し
た
の
で

す
が
、
小
樽
大
会
を
き
っ
か
け
に
、
今
ま
で
参
加
で

き
ず
、
残
念
な
思
い
を
し
て
い
た
当
事
者
の
皆
さ
ん

に
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
ほ
し
い
と
今
ま
で
の
大
会

で
は
な
か
っ
た
内
容
を
考
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
本
人
大
会
会
場
に
お
け
る
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
の
他
に
、チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
「
体
験
し
て
み
よ
う
！

音
楽
療
法
」、思
い
出
観
光「
小
樽
水
族
館
ツ
ア
ー
」、

「
全
道
の
本
人
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

に
よ
る
大
交
流
会
～
私
た
ち
の
自
慢
・
誇
り
に
思
っ

て
い
る
事
～
」
な
ど
で
す
。

　
大
会
は
午
前
、
午
後
の
一
日
日
程
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

《
本
人
大
会
テ
ー
マ
》

　
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

仲
間
と
共
に
支
え
あ
い
輝
け
る
未
来
を
」

《
本
人
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

　
⑴
「�

私
た
ち
の
事
を
決
め
る
時
は
、
私
た
ち

抜
き
で
は
決
め
な
い
で
」

　
⑵
「�

み
ん
な
で
学
び
、
み
ん
な
で
考
え
、

　
　
　
わ
れ
ら
の
想
い
を
運
河
の
街
小
樽
か
ら
」

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
好
き
な
外
出
が
で
き
な
か
っ
た

方
、
仕
事
で
も
生
活
で
も

様
々
な
場
面
で
我
慢
を

し
、
苦
労
さ
れ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

多
く
の
当
事
者
の
皆
さ
ん

が
悩
み
な
が
ら
も
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
、
や
っ
と
コ
ロ
ナ
の

出
口
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
全
道
の
当
事
者
と
、

こ
こ
小
樽
の
地
で
、
共
に

学
び
、
交
流
し
合
い
、
今

後
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
希

望
を
も
て
る
よ
う
な
有
意

義
な
一
日
に
な
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の「
司
会
」務
め
ま
す

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す

本
人
大
会
実
行
委
員
会

委
員
長　

吉
田
　
武
　

　
何
年
振
り
か
の
小
樽
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

　
仲
間
も
昔
よ
り
変
わ
り
ま
し

た
。
最
近
は
、
大
会
当
日
の
進
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
援
者
の
方
に
エ

ー
ル
を
い
た
だ
き
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
前
み
た
い
に

活
動
し
た
い
で
す
。

　
第
68
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道
大
会
小

樽
大
会
の
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

全
道
の
人
と
の
交
流
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
68
回
全
道
大
会
小
樽
大
会『
本
人
大
会
』

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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